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四
〇

法
救
造
五
事
毘
婆
沙
論

に
つ
い
て
の
検
討

-
大

毘
婆
沙
論
研
究

の

一
環
と
し
て
-

河

村

孝

照

從
來
、
ア
ビ
ダ

ル
マ
佛
敢
の
研
究
に
あ

っ
て
は
、
大
毘
婆
沙
論
は
つ

ね
に
斯
學
の
標
準
論
書
と
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
そ
の
敢
學
内
容
に
い

た

っ
て
は
複
雑
多
岐
で
あ

っ
て
、
例
え
ば
新
課
、
薔
繹
の
そ
れ
を
比
較

す
る
と
き
で
さ
え
も
、

い
ず
れ
の
説
に
も
と
ず
い
て
よ
い
の
か
、
去
就

を
つ
け
か
ね
る
ご
と
は

一
再
に
と
ど
ま
ら
な
い
が
如
く
で
あ
る
。
し
た

が

っ
て
、
大
毘
婆
沙
論
の
研
究
は
、
そ
の
周
邊
論
書
の
側
か
ら
も
推
進

し
、

こ
れ
ら
の
相
互
連
關
の
上
に
考
慮
さ
る
べ
き
で
も
あ
る
と
思
う
。

こ
の
研
究
の

一
と
し
て
、
い
ま
五
事
毘
婆
沙
論
に
つ
い
で

の
検
討
、

つ
ま
り
大
毘
婆
沙
論
と
の
本
文
の
比
較
研
究
を
試
み
よ
う
と
し
た
0
こ

こ
で
、

五
事
毘
婆
沙
論
を
と
り
あ
げ
た
の
は
、
圭
と
し
て
次
の
よ
う
な

事
情
に
よ
つ
た
か
ら
で
あ
る
0
す
な
わ
ち
、
ま
ず
五
事
毘
婆
沙
論
と
大

毘
婆
沙
論
と
の
間
に
は
き
わ
め
て
密
接
な
關
係
を
豫
想
し
う
る
こ
と
、

そ
れ
は

一
、
五
事
毘
婆
沙
論
は
法
救
に
よ

っ
て
造
ら
れ
た
論
書
で
あ

っ
て
、
こ

れ
が
大
毘
婆
沙
論
に
は
、
「法
救
論
」
な
る
著
述
の
あ

っ
た

こ
と
が
明

か
に
さ
れ
て
お
り
、
か
つ
ま
た
大
毘
婆
沙
論

が
、
「法
救
」
な
る
論
師

名
を
し
ば
し
ば
あ
げ
て
い
る
こ
と
。

二
、
現
存
ア
ビ
ダ
ル
マ
論
書
の
中
、
大
毘
婆

沙
論
と
同
じ
よ
う
に
、
「毘

婆
沙
論
」
v
i
b
h
a
s
a
-
s
a
s
t
r
a
 

と
構
し
て

い
る
論
書
は
、
五
事
毘
婆
沙

論
以
外
他
に
見
當
ら
な
い
こ
と
。

三
、
大
毘
婆
沙
論
は
、
し
ば
し
ば
品
類
足
論
を
引
用
し
て
い
る
が
、
品

類
足
論
の
辮
五
事
品
は
五
事
論
に
あ
た
り
、

從

っ
て
こ
の
廣
繹
で
あ
る

五
事
毘
婆
沙
論
と
、
大
毘
婆
沙
論
と
の
間
に
な
ん
ら
か
の
關
係
を
豫
想

せ
し
め
る
こ
と
。

四
、
五
事
毘
婆
沙
論
中
に
は
、
大
毘
婆
沙
論

の
本
論
で
あ
る
「
獲
智
論
」

の
名
を
あ
げ
て
い
る
こ
と
、
ま
た
大
毘
婆
沙
論
中
に
き
わ
め
て
な
じ
み

深
い
論
師
で
あ
る
、
「
世
友
」
、
「脇
尊
者
」
、
「
大
徳
妙
音
」
な
ど
の
名

を
出
し
て
い
る
こ
と
。

五
、
木
村
泰
賢
博
士
は
、
「
阿
毘
達
磨
論
の
研

究
」
な
か
で
、
大
毘
婆

沙
論
の
成
立
に
つ
い
て
、
「す
で
に
幾
多

の
小
毘
婆
沙
が
あ

っ
て
、
こ
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れ
ら
が
そ
の
先
騙
を
な
し
た
と
い
う
こ
と
に
は
疑
が
な
い
」
と
い
う
見

解
を
示
さ
れ
て
い
る
が
、
五
事
毘
婆
沙
論
は
、
木
村
博
士
の
い
わ
れ
る

毘
婆
沙
論
の
先
駆
的
毘
婆
沙
論
と
し
て
み
た
て
ら
れ
う
る
髄
裁
を
そ
な

え
て
い
る
こ
と
。

六
、
ま
た
渡
邊
楳
雄
博
士
に
よ

っ
て
、
爾
論
の
間
に
密
接
な
關
係
の
存

す
る
こ
と
が
論
及
せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
、
な
ど
で
あ
る
0

そ
こ
で
こ
れ
ら
の
教
示
を
え
て
、
爾
論
の
間
に
い
か
な
る
内
容
の
關

係
を
見
出
し
う
る
か
に
つ
い
て
論
じ
て
み
た
い
と
思
う
。
」

本
研
究
に
あ

っ
て
は
、
ま
ず
爾
論

の
中
よ
り
相
鷹
す
る
文
章
を
検
出

し
て
そ
の
比
較
封
照
を
試
み
、
そ
れ
に
よ
っ
て
同
異
を
ふ
り
わ
け
、
異

な
つ
た
黙
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
そ
の
理
由
を
精
査
す

る
こ
と
に
よ

っ

て
、
爾
論
の
相
互
關
係
を
な
し
う
る
限
り
明
瞭

に
す

る
こ
と
に
努

め

た
。
そ
の
結
果
、
次
の
よ
う
な
結
論
を
う
る
に
至
っ
た
。

一
、
五
書
毘
婆
沙
論
と
大
毘
婆
沙
論
と
は
、
す
で
に
渡
邊
博
士
が
論
及

せ
ら
れ
た
よ
う
に
、
き
わ
め
て
密
c接
な
關
係

の
あ
る
こ
と
が
理
解
で
き

た
。
二
、
渡
邊
博
士
は
、

こ
の
爾
論

の
關
係

の
内
容
に
つ
い
て
は
、
佛
書
解

説
大
贈
典

「
五
事
毘
婆
沙
論
」
の
項
、
な
ら
び
に
國
課

一
切
経
毘
曇
部

「
品
類
足
論
」
の
解
題
に
お
い
て
、
「
五
事
毘
婆

沙
論

は
、
大
毘
婆
沙

二
百
巻
を

一
具
く
ぐ

っ
て
き
て
の
論
典
で
あ
る
か
ら
、
同
婆
沙
の
義
を

も

っ
て
懇
切
零
細
な
説
明
を
施
し
て
い
る
」
と

い
う
見
解
を
示
さ
れ

て
、
五
事
毘
婆
沙
論
を
婆
沙
論
以
後
の
作
品
と
し
て
取
り
扱
わ
れ
て
い

」る
。

こ
れ
は
學
的
論
讃
が
公
け
に
さ
れ
て
い
な

い
た
め
に
、
論
断
の
根

嫁
を
知
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
が
、
現
存
毘
婆
沙
論
と
比
較
す
る
限
り
、

こ
の
見
解
に
無
條
件
に
随
う
こ
と
に
は
躊
躇
せ
ざ
る
を
え
な
い
諸
例
を

あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
0

三
、
そ
の
諸
例
を
精
査
し
た
場
合
、
渡
邊
博
士
の
所
論
の
よ
う
に
、
五

事
毘
婆
沙
は
婆
沙
の
義
を
も

っ
て
説
か
れ
て

い
る
、
と
考

え
る
よ
り

は
、
む
し
ろ
、
現
存
毘
婆
沙
論
は
、
五
事
毘
婆
沙
論
を
う
け
て
、
あ
る

い
は
増
廣
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
理
解
す
る
方
が
、
納
得
の
い
く
場
合

が
多

い
こ
と
、
な
ど
で
あ
る
。

そ
こ
で
こ
の
獲
表
に
は
、
紙
面
の
制
限
が
あ
る
の
で
、
爾
論
の
間
に

あ

っ
て
相
鷹
は
す
る
が
、
異
な
っ
た
部
分
を
も
示
し
て
い
る
諸
例
を
い

く
つ
か
あ
げ
て
、
前
記
の
よ
う
な
結
論
を
う
る
に
至

っ
た

一
過
程
を
明

ら
か
に
し
て
み
よ
う
。
』

資
料
は
す
べ
て
大
正
藏
経
に
よ

っ
た
。
敷
字

は
藏
経
の
ペ
ー
ジ
激
で

あ
る
。
引
用
文
中
の
付
號
は
著
者
が
付
し
た
。

A
 
五
事
毘
婆
沙
論

「有
作
是
説
。
爲
遮
外
道
大
種
有

立
。
故
唯
読
四
。
彼
執
盧
室
亦
是
大

種
。
問
何
故
盧
室
不
名
大
種
。
答
虚

室
無
有
大
種
相
故
。
謂
大
虚
室
是
大

非
種
。
以
常
住
法
無
造
作
故
0
大
徳

妙
音
亦
作
是
説
。
虚
室
大
種
其
相
各

大
毘
婆
沙
論
 (巻
百
二
十
七
)

「有
説
。
爲
止
外
道
所
説
。
謂
外
道

説
大
種
有
五
。
印
前
四
及
虚
室
、
今

但
読
四
明
虚
室
非
大
種
、
問
何
故
虚

△
△
△
△

室
不
立
大
種
。
尊
者
世
友
作
是

繹

言
。
以
虚
室
世
大
種
相
故
。
謂
有
増

有
減
是
大
種
相
。
無
増
減
是
虚
室
。

法
救
造

五
事
毘
婆
沙
論

に

つ
い
て

の
検

討
 
(
河

村
)
 

一
四

二
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法
救
造
五
事
毘
婆
沙
論

に
つ
い
て
の
検
討
 
(
河

村
)
 

一
四
二

異
。
虚
室
錐
大
而
髄
非
種
。
又
諸
大

種
若
能
成
身
多
。
是
有
情
業
異
熟

撮
、
虚
室
無
彼
業
異
熟
相
。
是
故
虚

室
定
非
大
種
。」
(九
九
〇
a
)

有
損
有
盆
是
大
種
相
。
無
損
無
釜
是

虚
室
相
、
有
興
有
衰
是
大
種
相
。
無

興
無
衰
是
虚
室
相
。
是
故
盧
室
不
立

大
種
。
奪
者
妙
音
作
如
是
繹
。
虚
塞

大
種
其
相
各
異
。
謂
有
情
身
中
所
有

大
種
。
多
是
先
業
異
熟
所
生
。
虚
室

膿
無
異
熟
生
義
。
由
此
虚
室
不
立
大

種
。
刈
徳
説
日
盧
室
難
大
而
鵬
非

種
。
不
能
生
故
。」
(
六
六
二
b
-
c
)

(藩
鉄
)

こ
れ
は
、
外
道
の
五
種
の
大
種
論
に
封
す
る
毘
婆
沙
師
達
の
反
駁
で

あ
る
。
毘
婆
沙
師
達
は
、
外
道
と
異
な
っ
て
盧
室
を
大
種
と
し
て
立
て

な
い
こ
と
を
圭
張
す
る
の
で
あ
る
が
、
い
ま
爾
論
の
間
に
二
つ
の
相
違

貼
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
0
ま
ず
第

一
は

「何
が
故
に
虚
室
を
大

種
と
名

づ
け
ざ
る
か
」
と
問
う
に
封
す
る
答
が
、
五
事
毘
婆
沙
論
に
あ

っ
て
は
、
説
圭
を
あ
げ
て
い
な
い
の
に
封
し
て
、
毘
婆
沙
論
は
、
奪
者

世
友
 
(
△
印
)
 の
繹
と
し
て
紹
介
し

て
い
る
。
内
容
は
明
ら
か
に
婆
沙

論
の
方

が
五
事
毘
婆
沙
論
よ
り
増
廣
さ
れ
て
お
り
、
(付
鮎
の
部
分
)
 こ

れ
は
、
後
述
す
る
よ
う
に
五
事
毘
婆
沙
論
の
所
説
が
大
毘
婆
沙
論
に
お

い
て
敷
衛
し
増
廣
さ
れ
て
説
か
れ
る
に
至

っ
た
と
理
解
さ
る
べ
き
で
あ

ろ
う
。

第
二
に
は
、
外
道
の
五
種
の
大
種
論
を
破
す
る
段
に
あ

っ
て
、

五
事
毘

婆
沙
論
が

「
大
徳
な
る
 
b
h
a
d
a
n
t
a
 

妙
音
」

一
人
 
(傍
線
の

部
分
)
 の
読
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
を
」
婆
沙

論

は
、

奪

者
妙

音

と

「大
徳
」
(
い
ず
れ
も
傍
線
の
部
分
)
 と

の
二
人

の
學
説
に
按
分
し
て
い

る
こ
と
で
あ
る
。

こ
れ
は

一
人
の
學
説
の
諸
要
素
が
、

の
ち
に
學
説
の

議
展
と
と
も
に
、
そ
れ
ぞ
れ
凋
立
し
て
み
な
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、

つ

い
に
二
人
の
學
説
と
し
て
紹
介
さ
れ
る
に
至

っ
た
と
理
解
さ
れ
る
の
で

あ
っ
て
、
最
初
二
人
の
學
読
で
あ

っ
た
も
の
が
、
の
ち
に

一
人
の
読
と

し
て
ま
と
め
ら
れ
た
と
考
え
る
こ
と
に
は
無
理
が
あ
る
。
と
く
に
五
事

毘
婆
沙
論
の
方
に
あ

っ
て
、
妙
音

の
學
説
を
、
「又
 
p
u
n
a
r

」
(
。印
)

の
語
を
も

っ
て
接
績
し
て
述
べ
て
い
る
鮎
か
ら
考
え
て
も
、
明
ら
か
に

ぶ

同

一
人
の
學
説
を
さ
し
た
も
の
で
あ

っ
て
、
二
人
の
學
説
を
ま
ど
め
た

と
す
る
痕
跡
は
見
當
ら
な
い
。
こ
れ
ら
の
二
鮎
か
ら
は
、
大
毘
婆
沙
論

は
五
事
毘
婆
沙
論
よ
り
後
の
作
品
で
あ
る
と
考
え
た
方
が
理
解
し
や
す

い
。つ
ぎ
に
は
、
醤
婆
沙
、
鞘
婆
沙
を
も
参
照

し
う
る
諸
例
を
示
そ
う
。

B
 
五
事
毘
婆
沙
論

「問
此
中
所
説
根
義
云
何
。
答
増
上

最
勝
現
見
光
明
。
喜
観
妙
等
皆
根

義
。
=

問
若
増
上
義
是
根
義
者
。
諸
有
爲
法

展
韓
増
上
。
無
爲
亦
是
有
爲
増
上
。

測

一
切
法
砦
慮
是
根
。
山

大
毘
婆
沙
論
 (巻
百
四
十
二
)

「問
何
故
名
根
。
根
是
何
義
0
答
増

上
義
是
根
義
。
明
義
是
根
義
。
現
義

是
根
義
。
悪
観
義
是
根
義
。
端
嚴
義

是
根
義
。
勝
義
是
根
義
。
圭
義
是
根

義
0
問
若
増
上
義
是
根
義
者
。
諸
有

爲
法
展
縛
増
上
。
諸
無
爲
法
於
有
爲

増
上
。
則

一
切
法
皆
鷹
立
根
。
何
故
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答
依
勝
立
根
故
無
斯
過
。
謂
増
上
縁

有
勝
有
劣

・
當
知
勝
者
建
立
爲
根
。

問
何
根
於
誰
有
幾
増
上
。
答
…
…
…

非
鯨
根
故
」
(九
九

一
・
a
)

一
世
韓
立
二
十
二
。

脇
蝉
者
言
。

…
…
…
無
者
不
立
不
慮
責
問
。

有
説
。
増
上
縁
有
下
有
上
有
劣
有

勝
。
上
勝
立
根
。
下
劣
不
立
。

有
読
。

故
佛
唯
読
此
二
十
二
根
。

問
若
増
上
義
是
根
義
者
。
答
…
唯
耳

根
聞
聲
非
鯨
根
。」

新
課
七
三
〇

c
-
七

三

一
a

蕾
課

二
七
二
b
-
一

七
三

a

靭

四
四

一
c
-
四

四
二

a

こ
れ
は
根
の
名
義
、
二
十
二
根
と
す
る
理
由
、
根
の
増
上
す
る
虜
等

に
つ
い
て
述
べ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
新
婆
沙
と
醤
婆
沙
と
は
ほ
と
ん
ど

相
鷹
す
る
。
線
で
園
ん
だ
部
分
は
、
婆
沙
論
に
あ
っ
て
五
事
毘
婆
沙
論

に
は
説
か
れ
て
い
な
い
部
分
で
あ
る
。
ま
た
鞍
婆
沙
論
は
脇
尊
者
の
説

を
鉄
い
て
い
る
。

つ
ま
り
、
「
有
爲
性

の
中
で
、
何
故

に
二
十
二
根
の

み
を
根

と
名
づ
け
る
の
か
」
と
い
う
問
い
に
封
し
て
、
五
事
毘
婆
沙
論

は
た
だ
ち
に
、
「
勝
な
る
に
依

っ
て
根
と
立
つ
云
云
」
と
答

え
て
い
る

の
に
封

し
て
、
婆
沙
論
は
、
新
蕾
い
ず
れ
も
、
脇
尊
者
の
説
と
二
有
説

を
も

っ
て
答
え
て
お
り
、
二
有
論
の

一
つ
が
五
事
毘
婆
沙
論
の
答
え
と

相
慮
し

て
い
る
。
も
し
法
救
が
、
婆
沙
論
を
参
照
し
て
五
事
論
の
毘
婆

沙
論
を
造

っ
た
と
し
た
な
ら
ば
、
五
事
毘
婆
沙
論
に
な
じ
み
深
い
脇
奪

者
 (彼
れ
は
論
中
に
脇
尊
者
の
説
を
引
用
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
)
 の
説
を

除
い
て
、
こ
と
さ
ら
に

一
有
説
の
み
を
と
っ
て
答
え
と
し
て
い
る
理
由

に
苦
し
む
。
韓
婆
沙
論
は
脇
尊
者
の
説
を
敏
い
て
い
る
か
ら
、
婆
沙
論

に
お
い
て
こ
の
脇
尊
者
の
説
と
、
他
の

一
有
説

と
の
傳
諦
が
増
補

さ
れ

る
に
至

っ
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
れ
ば
こ
の
存
歓
の
部
分
は
理
解
さ
れ

う
る
。
從

っ
て
五
事
毘
婆
沙
論
が
大
毘
婆
沙
論
以
後
の
作
品
で
あ
る
と

考
え
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

も
う

一
つ
例
を
示
そ
う
。

C
 
五
事
毘
婆
沙
論

「不
見
色
者
名
彼
同
分
。
彼
同
分
眼

差
別
有
四
。
一
有
過
色
彼
同
分
眼
。

謂
不
能
見
諸
色
今
滅
。
二
有
現
在
彼

同
分
眼
。
謂
不
能
見
諸
眼
今
滅
。
三

有
未
來
彼
同
分
眼
。
謂
不
能
見
諸
色

當
滅
。
四
有
未
來
定
不
生
去
」

(九
九

一
b
)

大
毘
婆
沙
論
 (巻
七
十

一
)

△
△
△
△

「及
彼
同
分
者
。
此
國
諸
師
諸
有
四

種
。

一
者
過
去
彼
同
分
眼
。
謂
眼
界

不
見
色
己
滅
。
二
者
現
在
彼
同
分

眼
。
謂
眼
界
不
見
色
正
滅
。
三
者
未

來
彼
同
分
眼
。
爲
眼
界
不
見
色
當

滅
。
四
者
未
來
畢
寛
不
生
眼
界
。」

新
課
三
六
八

a

落
課

二
八
〇

a

鞘

四
四
九
b

こ
れ
は
眼
界
を
説
く
う
ち
、
と
く
に
彼
同
分

に
つ
い
て
論
じ
た
と
こ

ろ
で
あ
る
。
資
料
的
に
は
、
前
掲

の
場
合
と
同

じ
く
、
婆
沙
論
と
し
て

は
新
婆
沙
、
醤
婆
沙
、
韓
婆
沙
の
三
論
を
参
照

し
う
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。

△
印
の
と
こ
ろ
は
、
新
課
に
あ

っ
て
は

「此
の
國
の
諸
師
」
と
し

て
い
る
が
、
蕾
課
の
婆
沙
は
こ
れ
を

「
外
國
の
法
師
」
と
し
て
お
り
、

法
救
造

五
事
毘
婆
沙
論

に

つ
い
て
の
検
討
 
(
河

村
)
 

一
四
三
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法
救
造
五
事
毘
婆
沙
論

に
つ
い
て
の
検
討
 
(
河

村
)
 

一
四
四

韓
婆
沙
論
は
こ
れ
を

「
爵
賓
」
と
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
五
事
毘
婆
沙

論
は
こ
の
部
分
に
つ
い
て
は
ま

っ
た
く
示
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
は
、

次
の
事
が
ら
と
關
連
し
て
考
察
さ
る
べ
き
で
あ
る
。
新

・
薔
爾
婆
沙
と

鞘
婆
沙
論
と
は
、
こ
の
連
文
に
五
種
の
彼
同
分
を
紹
介
し
、
そ
の
説
圭

は
、
前
掲

の
四
種
の
場
合
と
こ
と
な
り
、
新
婆
沙
に
あ

っ
て
は

「
外
國

の
法
師
」
、
醤
婆
沙
に
あ

っ
て
は

「
尉
賓
」
、
韓
婆
沙
論
に
あ

っ
て
は
、

「外
者
」

と
し
て
い
る
。
さ
ら
に
ま
た
新
婆
沙
は

「
蕾
の
外
國
師
は
此

の
國
の
説

に
同
じ
く
、
蕾

の
此
の
國
の
師
は
外
國

の
説

に
同
じ
」
(三

九
八
・
b
)
 と
附
説
し
て

い
る
。
こ
れ
ら
の
補
足
的
説
明
を
五
事
毘
婆

沙
論
は
ま

っ
た
く
も
た
ず
、

た
だ
彼
同
分
の
四
種
を
傳
え
る
の
み
で
あ

る
。
こ
れ
ら
の
事
情
か
ら
、
五
事
毘
婆
沙
論
の
所
説
は
、
婆
沙
論
の
毘

婆
沙
師
達
に
と
っ
て
は
、
か
な
り
積
極
的
に
参
考
資
料
の

一
つ
と
さ
れ

た
も
の
で
あ
ろ
う
と
さ
え
考
え
ら
れ
ケ
る
も
の
で
あ
る
。』

以
上
、

わ
ず
か
三
例
を
示
す
に
と
ど
ま
っ
た
が
、
こ
の
よ
ケ
な
検
討

を
爾
論
に
わ
た
っ
て
加
え
て
い
っ
た
の
で
あ

っ
て
、
再
度
結
論
を
い
え

ば
、
現
存
婆
沙
論
は
、
五
事
毘
婆
沙
論
を
種
本
と
し
て
か
、
あ
る
い
は

参
考
資
料

と
し
て
か
、

い
ず
れ
に
し
て
も
積
極
的
に
依
用
し
た
と
解
し

た
方
が
、

以
上
論
じ
來

っ
た
如
き
諸
事
情
を
澁
滞
さ
せ
る
こ
と
な
く
理

解
す
る
の
に
き
わ
め
て
便
利
で
あ
る
こ
と
を
知
ら
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
五
事
毘
婆
沙
論
は
、
木
村
博
士
の
説
に
も
と
ず
け
ば
、
大

毘
婆
沙
論

の
先
駆
的
小
毘
婆
沙
論
の

一
と
し
て
取
り
扱
わ
れ
る
べ
き
で

あ
ろ
う
と
考
え
る
。
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